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ラグビーを通じて地域の未来を創る
――丸和運輸機関と成田市が包括連携協定を締結

～ラグビーを起点に、地域活性化や市民の健康増進、子育て支援など幅広い分野で連携～
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←タイトルが命。最大３行。太く。
１行目・３行目 １２ｐ
２行目 １６ｐ

プレスリリース は広報の仕事の
核となる仕事であり、広報の
最大の武器。ツール。
書いて終わりではなく
採用されることが大事

ニュースバリュー を意識すること。
→メディアは何を求めているのか？
ニュースの価値。

広報・ＰＲの実践業務
①情報を集める
（ＰＲコンテンツ収集）
②メディアに配信
③配信後、取材に対応する

＜リリースの原則＞
・文章は横書き
・Ａ４サイズ
・テーマは１リリースに１つ
・リリースの枚数は極力１枚
（２枚目以降は「添付資料」）

＜リリースの基本要素＞
タイトル：記者はたくさん届くリ
リースの中からタイトルだけ見て
残すか残さないかを判断。
リード：全体を短めに要約。４～５
行のリードの中に本文のエッセンス
を盛り込む。
本文：リードを詳しく説明。
企業概要：著名な会社なら不要。

＜メディアが採用したくなる素材＞
・新商品（これから）
・驚きのある商品
・苦労して開発
・誰もが知っている会社の商品
・これからブームになる
・１億２０００万人が必要
・わが県で注目される商品

＜ニュース価値として意識するポイ
ント＞
・新規度＋サプライズ度
（一番、初めて、“最”がつく）

・物語度
・著名度
・社会関心度
・影響度
・地域度
↑最低１つは必要。多いほど良い。

使用フォント メイリオ
文字サイズ １１ｐ
「です、ます調」が基本
×いたしました 〇しました

極力１枚。添付資料を加えても２枚
程度に抑える。

←リード
５W１Ｈ
Who、What、When、Where、Why、
How
プレスリリースはセールスシートに
なってはいけない。Whyが大事。メ
ディアが知りたいのはWhy。

←ここに１行開ける

←本文
文字だけではインパクトに欠けるの
でビジュアル要素も入れる。
写真、表、イラスト、スキーム図、
など。

多くの人の目に触れるため、粗探し
されやすい。
公表が前提のため、取り返しがつか
ない。
企業イメージに直結するため、ダ
メージが大きい。

＜広報業務に関連する法分野＞
・著作権
・肖像権、パブリシティ権
・商標法
・景品表示法
・個人情報保護法
など

著作権侵害については、引用元を明
記してもダメ。
国や自治体が国民や住民に周知させ
ることを目的として発行した広報資
料等の引用はＯＫ。パブリックなと
ころから引用しましょう。

←以下は固定。
（修正する部分があるかを毎度確認
すること）

ページ番号は、
１枚だけの時は不要。（削除）
２枚以上になった場合に１から順に
ページ番号を入れる。

AZ-COM丸和ホールディングス株式会社（本社：埼玉県吉川市、代表取締役社長：和佐見勝）

のグループ会社で、3PL事業（※1）を提供する株式会社丸和運輸機関（本社：埼玉県吉川市、代表

取締役会長：和佐見勝、以下「丸和運輸機関」）は、2026年8月20日（木）、千葉県成田市と

ラグビーを通じた地域振興・地域貢献に関する包括連携協定を締結しましたので、お知らせいた

します。

丸和運輸機関が運営するラグビーチーム「丸和MOMOTARO’S成田」（※2）は、成田市をホスト

エリアとして活動しています。本協定は、丸和MOMOTARO’S成田の活動を通じて、地域の活性化

や市民サービスの向上、健康増進を図り、市民の皆様の豊かな社会生活の実現に寄与することを

目的としています。

今後、丸和運輸機関と成田市は、相互に連携・協力しながら、ラグビーを活用した地域交流や

スポーツ振興、青少年育成などの取り組みを推進し、成田市のさらなる発展と地域社会への貢献

を目指してまいります。

（※1）荷主に対し、その立場に立ったロジスティクスサービスを戦略的に展開する事業（一般社団法人 日本3PL 協会）

（※2）丸和運輸機関ラグビー部「AZ-COM丸和MOMOTARO‘S」は「丸和MOMOTARO‘S成田」にチーム名を変更しました。

〈協定の概要〉

協定名：ラグビーを通じた地域振興・地域貢献の連携に関する協定

締結日：2026年8月20日（木）

締結者：千葉県成田市、株式会社丸和運輸機関

目的 ：ラグビーを通じた地域振興および地域貢献に取り組み、市民サービスの向上、健康増

進ならびに市民の豊かな社会生活の実現を図ること

〈協定締結式の様子〉

本件ご連絡先：AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 経営戦略グループ 広報・IR部 広報担当
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-8-2 鉄鋼ビル本館5F Tel:03-3261-1000 Mail:pr@momotaro.co.jp
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【成田市長 小泉一成様 コメント】

【株式会社丸和運輸機関 代表取締役会長 和佐見勝 コメント】

〈丸和MOMOTARO’S成田について〉
チーム名 ：丸和MOMOTARO’S成田（マルワモモタローズナリタ）
創設年 ：2013年
ホストエリア自治体：千葉県成田市
ホストスタジアム ：重兵衛スポーツフィールド中台陸上競技場（千葉県成田市）
活動拠点 ：東京大学 丸和 柏FUSIONフィールド（千葉県柏市）
運営会社 ：株式会社丸和運輸機関
公式サイト ：https://www.momotaros.jp/

丸和MOMOTARO’S成田が2026-27シーズンよりNTTジャパンラグビー
リーグワンDIVISION3に参入されること、改めてお祝い申し上げます。
新シーズンから重兵衛スポーツフィールド中台陸上競技場をホストスタ
ジアムとして、本市でプロラグビー選手たちの試合を観戦できることを
楽しみにしております。
今回の連携協定締結をきっかけに本市のマラソン大会やラグビー教室開
催にご協力いただけると伺っております。こうした取り組みを通じ、地
域の活性化や子供たちの健全な育成、市民の皆様の健康増進に繋げてま
いります。また丸和運輸機関様との連携を深め、両者の強みを生かした
取り組みを進めます。

この度、チームが2026-27シーズンよりNTTジャパンラグビー リーグ
ワンDIVISION3に参入するにあたり、成田市にはホストエリアとして
温かく迎えていただき誠にありがとうございます。厚く御礼申し上げま
す。私たちは成田市の皆様とともにリーグワンへ挑戦し、新たな歴史を
築いてまいります。地域の誇りとして、多くの方々に愛され、応援いた
だけるチームを目指してまいります。
丸和運輸機関ラグビー部「AZ-COM丸和MOMOTARO’S」は「丸和
MOMOTARO’S 成田」にチーム名を変更し、新たなスタートを切りま
した。成田市の発展に尽くしてまいりますので、今後ともご支援のほど、
よろしくお願いいたします。

〈AZ-COM丸和ホールディングス株式会社について〉

所在地 ：〒342-0008 埼玉県吉川市旭7-1

代表者 ：代表取締役社長 和佐見 勝

設立 ：1973年8月

資本金 ：91億1,796万円

事業内容 ：3PL（サードパーティ・ロジスティクス）事業等を展開するグループ会社の経営管理等

上場取引所：東京証券取引所 プライム市場

公式サイト：https://www.az-com-maruwa-hd.co.jp/

〈株式会社丸和運輸機関について〉

所在地 ：〒342-0008 埼玉県吉川市旭7-1

代表者 ：代表取締役会長 和佐見 勝 代表取締役社長 平野 健治

設立 ：2022年4月

資本金 ：3億5,000万円

事業内容 ：3PL（サードパーティ・ロジスティクス）事業、輸配送サービス等

公式サイト：https://www.momotaro.co.jp
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